
地域の自然や文化、観光を含む産業等の教育資源を活用した体験活動 

 

 

 

 

 
１ 活動の概要 

  本校では、国内最大級の黒曜石原産地という地域資源を生か

し、「石とふれあい、石に学び、石と生きる」ことを目標とする

「石育教育」に取り組むとともに、児童が「白滝ジオパーク大使」

の任命を受け、修学旅行等において白滝の黒曜石やジオパークの

魅力を多くの人に発信しています。 

 

２ 活動の様子 

（1）修学旅行におけるPR活動 

   毎年修学旅行で訪れる札幌駅構内

で、ジオパーク関連のパンフレット

を配布するなど、ジオパーク啓発活

動に取り組んでいます。児童からパ

ンフレットを受け取った方が札幌か

ら白滝を訪れるなど、白滝ジオパー

クのPRにつながっています。 

 

（2）黒曜石のお土産作り 

平成２４年に行われた開校１００周年記念式典・祝賀会では、

参加者へのお土産として、全校児童が協力し、黒曜石のかけら

に絵の具で着色した黒曜石ペンギンを作成し、渡しました。 

材料となる黒曜石のかけらは、埋蔵文化財センターで行われ

ている石器づくりの際に出たもので、黒曜石という貴重な地域

資源の再利用・有効活用につながっています。 

 

（３）石器を使ったシカ肉カレーライス作り 

「石育」と「食育」をコラボレーションした活動として位置

付け、地元の方から食材として分けていただいたシカ肉を、石

器を使って調理する体験を行いました。 

児童は、旧石器時代の人たちがこの石器を日々の生活に役立

てていたこと、当時の生活には欠かせない道具だったことを改

めて感じることができました。 

 

３ Ｎａｖｉポイント 

 

 

 

 

 

 

 

遠軽町立白滝小学校 

 

ジオパーク大使任命式 

 

【札幌駅での PR活動】 

 

【白滝を訪れた方からのはがき】→ 

 
【黒曜石のペンギン】 

 

石器を使ってシカ肉を切りました 

○ 地域資源を活用するなどして、自然環境の素晴らしさに気付き、ふるさとを愛す

る心を育てることが大切です。 

○ 町外の人に向けたPR活動するなどして、自分の住んでいる町のよさについて改め

て考えさせる活動に取り組むことが大切です。 

 


